
◆学校に元気
H23.2.28(月)

◆先生に元気
Ｎｏ.14

◆子どもに元気

那珂市立菅谷小学校（森田清美校長）では，平
成20年度から，市毛勝雄先生（日本言語技術教育
学会長・埼玉大学名誉教授）を講師に招き，国語
科における「小論文の書き方指導」を実践してい
ます。

平成21・22年度には，那珂市教育委員会並びに
那珂市教育研究会の指定を受け，研究主題「論理
的思考力・表現力を高める学習指導の研究」を設
定し，「小論文の書き方指導」を国語以外の教科
にも発展させて取り組んでいます。

平成22年11月５日（金），菅谷小学校は，これ
までの研究成果をまとめ，授業公開並びに研究発表を行いました。その中から，「国語科に
おける小論文指導」について紹介します。

● 「小論文」とは何か
菅谷小学校の「小論文」とは，論理的構成と論理的文

体とを備えた 400字以内の文章のことを言います。論理
的構成とは，「事実と考察」を中心とした文章のこと，
論理的文体とは，「事実と考察」を簡潔，正確に表現す
る文体のことです。形式は，右図のとおりです。

● 「小論文の書き方指導」について
小論文の書き方指導は「論理的文章を書く」技術を身

に付ける指導です。以下のようなことに注意して指導し
ます。
① 指導の目的は，文章の傑作を書くことではなく，児

童一人一人の論理的思考を育てることである。従って
文章は，美文や名文でなくてもよく，右図のような形
式が整っていればよい。

② １回の小論文指導は４時間で完結し，学期に１～２
回程度，年間５回実施する。

③ 毎年同じ文章構成で指導を繰り返すと，表現力の進
歩が確認できる。「なか」という事実を書く部分が，
毎年，前年より詳しく書けるようになることが確認で
きる。

④ テーマを固定することによって表現力の進歩を確認
できる。例えば「お手伝い」というテーマで小学２年
生から６年生まで５回書くという計画を立てれば，児
童の文章が毎年少しずつ詳しくなっていくことが確認
できる。

● テーマについて
テーマは，児童の誰もが書けるように，日常生活の中から共通の話題を取り上げていま

す。菅谷小学校では，以下のような全学年共通のテーマを設定し，年間５回の小論文の書き
方指導を行っています。

①遠足(６月) ②当番活動(７月) ③運動会(９月) ④お手伝い(11月)
⑤１年間を振り返って(２月)
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● 「小論文の書き方指導」（４時間）の実際
３年生の小論文「お手伝い」を例に授業の進め方を紹介します。以下，Ｔは教師の主な発

問，※は留意点を表します。

【第１時】「キーワード表」を作る
①学習課題を知る。
②「小論文の書き方」を確認する。

※ プリント教材「小論文の書
き方」を読ませる。

③「お手伝い」の書き方を知る。
Ｔ どんなお手伝いをしたこと
がありますか？

④キーワード表の"「なか」に書く
こと"に記入する。
Ｔ "「なか」に書くこと" に，

お手伝いしたことを書きまし
ょう。

※ 数名に板書させ，○をつけ
る。

⑤キーワード表の"まとめの表"に
記入する。
Ｔ "まとめの表"の「なか１」「なか２」に，

"「なか」に書くこと"の中から２つ選んで，
書きましょう。

Ｔ "まとめの表"の「まとめ」を書きましょう。
※ 数名に板書させ，○をつける。誤字，脱字

があれば補筆する。
※ 机間指導で○をつける。

○をもらった児童は，一次原稿に進む。
⑥次時の予告をする。

※キーワード表，原稿用紙を集める。

【第２時】キーワード表から「一次原稿」を書く
①学習課題を知る。
②「小論文の書き方」を確認する

※ プリント教材「小論文の書
き方」を読ませる。

③「まとめ」を一次原稿用紙に書
く。
Ｔ ２行,７行,７行,２行,２行

の間に赤線を引きなさい。
Ｔ キーワード表の｢まとめ｣を

一次原稿用紙に書きなさい。
※ 「まとめ」を先に書くと書

きやすい。
④「なか１｣｢なか２」を書く。

Ｔ 「なか１｣｢なか２」をくわ
しい文章に直して，書きまし
ょう。

※ 机間指導で○をつける。
※ 数名に板書させる。板書を まとめ なか２ なか１

音読し，長所をほめて○をつ
ける。誤字，脱字があれば補
筆する。

※ 机間指導で３つ○をもらった児童は二次原稿に進む。
⑤次時の予告をする。

※ キーワード表，原稿用紙を集める。

机間指導で○をつける



【第３時】一次原稿から「二次原稿」を仕上げる
①学習課題を知る。
②「小論文の書き方」を確認する。

※ プリント教材「小論文の書
き方」を読ませる。

③二次原稿を書く。
Ｔ 小論文を仕上げます。

「なか」をくわしく書きまし
ょう。

※ 進んでいる児童を指名し，
板書させる。文章に○をつけ
てから，不十分な箇所に語句
等を補筆する。

Ｔ 書けない人は黒板の文章を
参考にしなさい。いい文章だ
と思ったらまねをしてもいい
です。

※ 机間指導で○をつける。
詳しく書けたものには◎をつける。

※ 二次原稿を書き上げた児童には，
「読書」をさせる。

④次時の予告をする。
※ キーワード表，一次原稿用紙，

二次原稿用紙を重ねて集める。

【第４時】小論文の評価を行う
①学習課題を知る。
②「はじめ」の例文を読む。

※ 児童の作品の中から上手な例を取り上げ，
教師が読む。ただし，筆者の名前は言わない。

※ 上手な文であることを確認する。
※ 下手な例（教師自作，児童作品は使わない）

を，教師が読む。
下手な例については，下手な理由を聞く。

③「なか」の例文を読む。（方法は，②に同じ）
④「まとめ」の例文を読む。（方法は，②に同じ）
⑤小論文を書く学習についての感想を話し合う。

－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－◇－

「小論文の書き方指導」を続けた結果，菅谷小学校では次のような成果が得られました。

○「書くこと」に意欲的な児童が増え「小論文」を楽しみにしている児童もいる。
○「書けない」「書き方が分からない」という児童が減った。
○「小論文」を速く書けるようになり，３時間でほぼ全員が書けるようになった。
○「なか」を詳しく書ける児童が増えた。日常生活においても身のまわりの具体的事実

を詳しく観察したり，記憶したりしようとする姿勢が見られるようになってきた。
○感想や意見にあった具体例を提示できるようになった。
○算数の応用問題で，解き方を分かりやすく説明できる児童が増えた。
○各教科の学習のまとめとして小論文を書かせるようになったことで，単元全体の指導

の改善を図ろうという教師の意識が高まった。
○「小論文」の学習の重要性に気付く保護者が増えた。

感想を話し合う

板書させ添削する


